
Yamaguchi  Prefecture 

建設現場に関する
デジタル技術の導入の方針2025

令和7年4月25日

山口県 土木建築部

技術管理課 建設DX推進班
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information



建設現場へのデジタル技術導入の方針
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❶-1 ICT×建設工事
➡ICT舗装工（路盤工）を発注者指定型へ

❶-2 ASP×工事・業務情報 (情報共有システム)
➡ほぼ全ての工事を発注者指定型へ

❶-12 スリム化×提出書類
➡建設雑務の効率化を周知！

❶-7 3次元モデル×公共事業の執行(BIM/CIM)
➡河川事業・港湾事業を原則活用へ

❶-5 オンライン×工事・業務完成図書の納品
➡ほぼ全ての工事を発注者指定型へ



丁張に
合わせて施工

管理

～2023(令和5年度) 2024(令和6年度) 2025(令和7年度) 2026(令和8年度) 2027(令和9年度)～

概要
・中長期的な建設現場の担い手不足に対応するため、建設工事にICTを導入し、建設現場における生産
性の向上を図る。

・ICT活用工事を普及させるため、試行要領の作成やイベント及びセミナーの開催等を積極的に行う。

Before (現状・課題) After (効果)

2019：建設ICTビジネスメッセの開催

生産性の向上！安全性の向上！魅力の向上！

2017：ICT活用工事の開始 ・発注者指定型の開始 ・発注者指定型の工種拡大

2020：建設維新ICTセミナーの開催 2023：小規模現場向けICTセミナーの開催 2025：地産地消型建設維新ICTセミナーの開催

生産性の低下！危険な作業が発生！魅力の低下！

UAV測量
小規模現場の
ワンマン測量

3次元モデルか
ら施工数量を
自動算出
4次元モデルも
活用推進

丁張作業を省略

ICT機器を活用
した出来形管理

オンライン検
査・電子納品

測量 設計 施工 納品

管理

測量 設計 施工 納品

複数人で測量
を実施

2次元の設計図
から施工数量
を算出

検測と施工を
繰り返す

書類検査・書
類及びCDRや
DVDでの納品

➊-1：ICT×建設工事
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具体的な取組の目次に戻る

2020：ICT相談会の実施 2023：私たちはできる型の実施

https://dcross.impress.co.jp/img/dx/docs/002/426/GeoScan_1_o.jpg


建設維新ICT：建設維新ICTの歴史

2022.4 建設DX推進班誕生

2023.2 山口県建設DX推進計画(第零版)公表

2017.7 ICT活用工事の試行開始

2019.11 建設ICTビジネスメッセの開催

2020.10～ 建設維新ICTセミナー1.0の開催

2021.４ Instagram「やまぐちの土木建築」運用開始

2022.8 山口県建設DX推進連絡協議会発足

2021.5 ICT法面工の追加

2024.1 山口県建設DX推進計画(第壱版)公表

2022.5 山口県土木建築部公式YouTubeチャンネル運用開始

2023.7～ 建設維新ICTセミナー2.0の開催（小規模現場向け）

2025.1 山口県建設DX推進計画(第弐版)公表

2025.4 建設維新ICTセミナー3.0の開催
（もっと小規模現場向け）

2024.7 i-Conフェア山口2024～極みの一歩体験会～の開催

2024.10 ICT活用工事の本格運用を開始

2020.5 ICT土工に付帯構造物設置工を追加，ICT舗装工・ICT河川浚渫の追加

2021.3令和2年度i-Construction大賞 地方公共団体等の取組部門 優秀賞を受賞

2021.10 ICT舗装工の追加

2022.10 ICT土工に小規模土工を追加（小規模現場の適用除外を削除）

2023.10～ 私たちはできる型Ⅰの開始

2024.5～ 私たちはできる型Ⅱ・Ⅲの開始
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・路盤工事は、工事断面が比較的単純なため3次元設計データ作成との親和性が高い。
・従来型の出来形管理作業の中で非効率な部分が多いため、ICT活用により省力化・効率化が
期待でき、比較的容易にICT活用工事に取り組むことができる。
・TSを用いた出来形管理も可とするため、ICT施工に不慣れな建設会社でも取組可能。

建設維新ICT：令和7年10月からICT舗装工（路盤工）は発注者指定型
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■部分活用
他の発注者指定型と同様に部分活用やTSを用いた従来型の出来形管理もICT活用工事として認める。

■工事成績評定の取扱い
・現在、全工程で活用した場合は2点、部分活用した場合は1点を加点。
・ICT活用工事を推進するためには、積極的に実施する受注者を引き続き評価することが重要。

⇒ 以上から、河川堆積土砂撤去工事と同様に当面、加点を継続！

■適用対象外
・山口県土木工事施工管理基準に基づく出来形管理を行わないもの
・予算上の制約があるもの

ICT施工の為にも
BIM/CIMの推進を！

ICT活用工事の推進のため
初期投資や人材育成等の
課題に対する方策を！

ICT活用工事の
工事件数を増やすこと！

建設業協会 建設業団体連合会 施工管理技士会



～2023(令和5年度) 2024(令和6年度) 2025(令和7年度) 2026(令和8年度) 2027(令和9年度)～

・受発注者間の書類の受け渡しは
紙媒体で実施

・打合せ資料のペーパレス化
・出張先からでも書類確認や処理が可能

小規模橋梁の損傷

電子決裁

概要

Before (現状・課題) After (効果)

・工事や業務時に受発注者間で受け渡す書類をインターネット上で共有するシステムの導入を推進する。
・これにより、ペーパーレス化を図り、紙媒体の保管作業や大容量データの受け渡し作業などの時間の
削減を実現する。

2019：土木事業の工事で導入
2021：土木事業の業務で導入

・紙媒体の回覧・押印

対面
出張から帰ってきたら
こんなに・・

出張先から
も楽々

・営繕事業の工事及び業務委託で導入（受注者希望型） 工事成績評定の加点対象

・一部発注者指定型
（工事・業務）の導入 ・全面導入

ASPとは？

情報共有システム

➊-2：ASP×工事・業務情報
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具体的な取組の目次に戻る

・土木事業で工事成績評定の加点対象



情報共有システム：令和7年10月から発注者指定型を拡大します
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発注者

・土木工事
すべての工事（少額工事は受発注者協議により決定）
・土木工事に係る設計等業務
すべての業務（少額業務は受発注者協議により決定）

メリット

☆打合せ簿の紛失や未返却が無くなる
・書類の処理状況は、システム利用者全員が確認できる

☆電子ファイル等の容量を気にしなくて済む
・掲示板等を活用して大容量ファイルをやり取りできる

☆完成検査時の書類整理が不要になる
・日付順、種類別に自動で整理！（印刷、インデックス不要）

指定対象

情報共有システム

受注者

活用の流れ

①システム選定 → ②システム契約 → ③業務で活用
【参考】山口県で使用実績のあるシステム一覧

電納ASPer

（建設総合サービ

ス）

現場クラウドOne

（現場サポート）

RevSIGN

（建設システム）

Information 
bridge

（アイサス）

Basepage

（川田テクノシステ

ム）

Being 
Collaboration 

PM

（ビーイング）

面倒なインストールや難しい操作は一切不要。
システム会社が何度でもサポートしてくれますので、安心して活用してください！
不明な点等ありましたら、技術管理課建設DX推進班まで連絡をお願いします。

書類のDXすすめよう！



・受注者が成果品を持参し、
紙書類で納品

～2023(令和5年度) 2024(令和6年度) 2025(令和7年度) 2026(令和8年度) 2027(令和9年度)～

➊-5：オンライン×工事・業務完成図書の納品

・オンライン電子納品の運用 ・全面導入
（一部発注者指定型の導入）

・My City Constructionを活用することにより、
成果品の持参時間を削減

・登録された成果品の検索が容易となり、
どこからでも閲覧が可能

小規模橋梁の損傷

・成果品の保管場所が必要
・成果品の検索や関係者間に
おける成果品の共有化が困難

概要

Before (現状・課題) After (効果)

・公共事業に係る設計や工事等の成果品をクラウドサーバー（My City Construction）に納品する。
・これにより、成果品のペーパーレス化及び共有化を図り、必要な情報の検索容易性を向上する。

2022：モデル事務所で試行
2023：県内全域で試行
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成果品の
電子納品保管管理システムへ

の登録作業が大変…

電子納品保管管理システム
への登録作業は不要!

具体的な取組の目次に戻る

ASPにより
連携可能で
登録が楽!

https://mycityconstruction.jp/
https://mycityconstruction.jp/


オンライン電子納品：令和7年10月から発注者指定を拡大します
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メリット

☆完成検査時の書類整理が不要になる
・印刷、インデックス等の作業がなくなる
・紙と電子の二重納品不要

☆成果品の貸与が容易になる
・Webから直接貸与資料がダウンロードできるので
キングファイルやCD等のやり取り不要

・成果品の紛失や未返却がなくなる

指定対象

活用の流れ

①事前協議 → ②成果品仮登録 → ③検査
※検査後に発注者が承認すれば登録完了です

オンライン電子納品を活用すれば印刷等の作業が不要になり、業務の効率化が図れますので、ぜひ活用してみましょう！
不明な点等ありましたら、技術管理課建設DX推進班まで連絡をお願いします。

・土木工事
すべての工事（少額工事は受発注者協議により決定）
・土木工事に係る設計等業務
すべての業務（少額業務は受発注者協議により決定）

A測量コンサルタント(株)

B設計コンサルタント(株)

C建設(株)

D組(株)

成果品の貸与も簡単！



～2023(令和5年度) 2024(令和6年度) 2025(令和7年度) 2026(令和8年度) 2027(令和9年度)～

➊-7：3次元モデル×公共事業の執行（BIM/CIM）

小規模橋梁の損傷

概要

Before (現状・課題) After (効果)

・測量、設計、施工、維持管理の一連のプロセスで、地形や構造物、建築物等を立体的に表現した3次
元モデルを活用し、計画検討や関係者説明、ICT施工等を行うことにより、業務効率化や合意形成の
迅速化を図る。

2021：活用方法の検討
2022：3次元モデルを活用した設計や工事の試行、効果検証

・一部工種で本格運用 ・対象工種の拡大
（砂防・道路） （河川・港湾）

・ガイドライン作成

ICT施工にも活用

道はどこを通るの？
どんな形になるの？
家からどう見えるの？

ここには
擁壁が必要だ！

擁壁が
いるかな？

具体的な取組の目次に戻る

分かりやすい！
・3次元モデルにより完成イメージを見える化
・計画の詳細を視覚的に確認
・関係者への情報伝達が容易
・3Dスキャナーにより広範囲を短時間で3D化

2022：CIMセミナーの開催

・2次元の図面では完成をイメージすることが困難
・測点間や取付部の設計が困難
・関係者への説明に多大な時間が必要
・地形データの取得に時間が必要

・BIM活用方法の調査、検討

BIMとは？ CIMとは？
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CIM維新：山口県土木建築部の方針
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○2025年4月から、道路・街路・砂防事業を対象にBIM/CIMを原則適用
○これまでの検証結果に基づき「山口県土木業務・工事におけるBIM/CIMに関する実施方針」
を策定

基本的には国土交通省の定める実施方針に準拠した内容
■調査結果から、山口県の建設コンサルタントは国土交通省の定める実施方針に十分対応できる知識と
技術力を有している。
■県独自の要領を設けた場合、国とは異なる対応が求められ生産性の低下が懸念される。

国土交通省の実施方針と異なる点

対象事業はこれまでのBIM/CIM業務で活用効果が確認された道路、街
路、砂防とする（今後適用範囲を順次拡大）

国とは開始時期が異なることから、県としては移行期間を考慮し設計図
書は2次元図面とする

山口県では現在活用しているオンライン電子納品システムを使用する
また、3次元データは公開とすることやCAD図面のファイル形式を追記



CIM維新：山口県土木建築部の方針
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○2026年4月に河川事業・港湾事業を追加
➡災害復旧工事関連業務も3次元データの利活用を当たり前に！

□BIM/CIM導入のメリット
①広範囲のデータを短時間で取得できる ②受発注者間や地元との意思疎通に活用できる
③測量縦横断図や数量算出の効率化 ④ICT活用工事へ活用でき生産性の向上につながる
⑤現場管理に活用できる ⑥オンライン会議への活用 ⑦データ蓄積による過去未来の地形把握

■BIM/CIM導入のデメリット
①2次元データ作成後に3次元データ作成を行うため大規模災害時には設計段階で負担が増
（将来的には3次元から設計することになるが、当面の間は2次元図面作成後に3次元データ作成をすることになるため）
②水面下において赤外線レーザでは水面下の河床が計測できない（グリーンレーザであれば計測可能）
③解析作業、点群編集（フィルタリング等）にある程度時間を要する



・昔は必要だったという理由で継続して紙媒体で整理し提出。
・あったらいいけど、無くても・・・と言う資料を作成。
・検査の印象を良くするために工事概要等の新たな資料を作成。

～2022(令和5年度) 2023(令和6年度) 2024(令和7年度) 2025(令和8年度) 2026(令和9年度)～

➊-12：スリム化×提出書類

概要
・建設産業が直面する建設業の担い手不足、長時間労働規制への対応、労働環境の改善といった課題に
対して、施工管理情報を共有するシステム等のデジタル技術等を活用し、公共工事における提出書類
のスリム化に取り組む。

Before (現状・課題) After (効果)

・スリム化に関する
セミナーを実施

・施工管理情報を共有するシステム等を活用して建設現場の生
産性を向上。

・書類のスリム化で浮いた時間で技術の伝承や品質管理に注力。
・現場技術者の超時間労働を是正。

・引き続き提出書類のスリム化に取り組む

具体的な取組の目次に戻る

現場から戻ってきたら
書類が山積み💦

資料の作成で
夜中まで作業💦

現場で随時資料を作成
浮いた時間で
品質の向上！
魅力の発信！
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・提出書類のスリム化
の方針を決定
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工事書類の徹底したスリム化

ムダな書類を作らない/作らせないを関係者の共通認識

✓ １０書類を作成不要に！
✓ ４書類を提出から提示に！
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工事書類の徹底したスリム化

工事書類の徹底したスリム化のアップデート
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建設維新スリム化セミナー［名もなき建設雑務を効率化！］


